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研究の概要：  

最⼤下の⽬標トルクを維持する際のトルクの変動性は、姿勢制御課題中の変動性と関連することが以前の研究より明

らかとなっています。そこで本研究は、最⼤下の⽬標トルクを⼀定発揮する運動によって、即時的に姿勢制御が変化

するかを検討しました。健常成⼈ 28 名が参加し、最⼤底屈筋⼒の 5%、20%、50%いずれかを⽬標トルクとした運動

を 5回 3セット実施しました。運動課題前後に安定⾯および不安定⾯上での⽚脚⽴位保持中の姿勢動揺を評価しまし

た。その結果、最⼤の 5％の底屈筋⼒を維持する運動課題の後で、不安定⾯上の動揺速度が有意に減少し、その他の

条件では姿勢動揺に変化は⾒られませんでした。これらの結果より、最⼤の 5％といった低強度の筋⼒維持課題が姿

勢を安定化させる上で有効であることを⽰唆しました。 

 姿勢制御課題：Biodex Balance System SD を⽤いて static mode = 安定⾯条件，dynamic mode Level 2 = 不安定⾯条件と
して，20 秒間の⽚脚⽴位保持を実施し，前後動揺を計測．  

筋⼒調節課題：最⼤筋⼒（MVC）を参照に 5％，20％，50％MVC を⽬標とする 筋⼒調節課題を実施．  

 

 


